
地
域
経
済
団
体
の
活
性
化
策

　
京
都
商
工
会
議
所
は
、
京
都
の
特
性
や
企
業
独
自
の
強
み
を
生
か
す

知
恵
ビ
ジ

ネ
ス

の
創
造
に
力
を
入
れ
始
め
た
。
多
様
性
を
強
み
と
す
る
京
都
の
地
域
産
業

は
、
日
本
経
済
に
活
力
を
取
り
戻
す
モ
デ
ル
事
例
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
「
高
い
文

化
と
学
術
を
有
す
る
創
造
的
都
市
は
、
そ
の
時
代
の
産
業
に
革
新
を
起
こ
す
」
と
説

く
立
石
義
雄
会
頭
に
、
活
性
化
の
手
だ
て
を
聞
い
た
。

次
世
代
担
う
産
業
を
育
て
る

と
立
石
会
頭

知
恵
ビ
ジ
ネ
ス
創
造
へ

京
都
を
元
気
に
す
る
処
方
箋
は
？

変革繰り返すベースを築く

「
オ
ー
ル
京
都
」
で
企
業
支
え
る

立石義雄氏京都商工会議所会頭

（ ） 　　 （第２部） ２０１１年 平成２３年 １０月２８日 金曜日 　　

　
　

　
―
支
援
体
制
の
整
備
は
。

　
「
３
月
に
産
業
界
と
行
政

が
連
携
し

京
都
産
業
育
成

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

を
立
ち

上
げ
た
。
重
複
す
る
支
援
策

を
整
理
・
強
化
し
、
顧
客
目

線
に
合
わ
せ
た
体
制
を
整
え

る
。
会
議
所
は
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
に
人
を
出
し
、
企
画
段

階
か
ら
府
や
市
と
協
力
す

る
。
企
業
と
大
学
は
共
同
で

研
究
開
発
や
事
業
化
に
取
り

組
み
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

繰
り
返
す
ベ
ー
ス
を
築
く
。

会
議
所
が
引
っ
張
り
、
多
様

で
次
世
代
を
担
う
産
業
を
育

て
る
。
観
光
産
業
や
ク
リ
エ

ー
テ
ィ
ブ
な
企
業
も
支
援
す

る
」

　
―
支
援
に
は
ど
の
よ
う
な

工
夫
が
必
要
で
す
か
。

　
「
中
小
企
業
は
技
術
を
持

っ
て
い
て
も
販
路
に
弱
い
。

そ
こ
で
新
た
な
試
み
と
し
て

京
の
イ
チ
押
し
商
品
売
り

込
み
商
談
会

を

月
下
旬

に
市
内
で
開
く
。
大
手
小
売

会
社
の
バ
イ
ヤ
ー
を
招
い
て

マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
、
知
恵
ビ

ジ
ネ
ス
な
ど
で
開
発
し
た
商

品
を
売
り
込
ん
で
も
ら
う
。

さ
ら
に
環
境
や
資
源
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
安
心
・
安
全
な
ど

の
分
野
で
は
、
ア
ジ
ア
を
中

心
に
海
外
で
役
立
つ
技
術
を

持
つ
中
小
も
少
な
く
な
い
。

外
需
は
内
需
の
延
長
線
上
に

あ
る
と
と
ら
え
て
、
中
国
・

上
海
に
置
く
サ
ポ
ー
ト
拠
点

な
ど
で
外
需
開
拓
も
手
伝
い

た
い
。
中
小
が
新
興
国
の
成

長
を
い
か
に
取
り
込
む
か

は
、
今
後
の
重
要
な
課
題

だ
」

　
―
目
標
は
あ
り
ま
す
か
。

　
「
こ
れ
か
ら
３
年
で
さ
ま

ざ
ま
な
中
小
企
業
に
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
、
京
都

に
知
恵
ビ
ジ
ネ
ス
を
誘
発
し

て
集
積
さ
せ
る
。
グ
ロ
ー
バ

ル
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
力

を
持
ち
な
が
ら

も
、
知
恵
ビ
ジ

ネ
ス
で
京
都
を

内
需
型
の
都
市

に
す
る
。

見

え
る
化

の
方

法
も
工
夫
し
、

具
体
的
に
成
果

を
示
せ
る
よ
う

に
し
た
い
」

　
　

　
―
京
都
地
区
の
景
況
感
に

つ
い
て
、
現
状
を
ど
の
様
に

見
て
い
ま
す
か
。

　
「
国
内
は
復
興
需
要
の
遅

れ
や
電
力
不
足
、
円
高
相
場

の
高
止
ま
り
、
欧
米
経
済
の

不
安
定
化
で
全
般
に
厳
し

い
。
特
に
円
高
は
機
械
産
業

に
影
響
し
、
大
手
企
業
と
中

小
の
格
差
が
拡
大
し
た
。
京

都
も
よ
く
は
な
い
が
、
多
様

な
産
業
構
造
か
ら
影
響
は
比

較
的
小
さ
い
。

日
に
は

第

回
国
民
文
化
祭
・
京

都
２
０
１
１

が
始
ま
り
、

下
期
は
観
光
も
景
気
を
下
支

え
す
る
」

　
―
こ
の
よ
う
な
経
済
情
勢

の
中
で
、
京
都
の
産
業
が
よ

っ
て
立
つ
強
み
と
は
何
で
し

ょ
う
か
。

　
「
１
２
０
０
年
の
歴
史
を

通
じ
人
々
の
暮
ら
し
や
生
き

方
、
町
に
蓄
積
さ
れ
て
き
た

知
恵
と
文
化
的
な
豊
か
さ
が

あ
る
。
そ
れ
が
産
業
で
は
進

取
の
気
性
と
豊
か
な
モ
ノ
づ

く
り
を
生
む
。
大
学
や
研
究

機
関
が
多
く
、
自
由
な
雰
囲

気
で
産
学
公
の
連
携
も
行
わ

れ
る
。
適
度
な
都
市
規
模
か

ら
情
報
を
得
や
す
く
、
フ
ェ

ー
ス
・
ツ
ー
・
フ
ェ
ー
ス
で

付
き
合
え
る
。
京
都
に
は
革

新
や
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
、
世
界
に
通
じ
る
ブ
ラ
ン

ド
を
起
こ
す
力
が
あ
る
」

　
―
産
業
構
造
に
も
反
映
さ

れ
て
い
る
の
で
す
か
。

　
「
京
都
市
の
粗
付
加
価
値

額

年

は
全
国
の
都
市

で
９
位
だ
が
、
粗
付
加
価
値

額
を
製
造
品
出
荷
額
で
割
っ

た
付
加
価
値
率
は
３
位
に
上

が
る
。
装
置
型
産
業
の
な
い

内
陸
型
都
市
と
し
て
は
、
付

加
価
値
率
は
１
位
に
な
る
。

特
定
の
産
業
に
頼
ら
な
い
多

様
性
が
異
業
種
間
の
接
触
を

生
み
、
知
恵
と
富
を
生
む
。

も
と
も
と
京
都
は
自
己
完
結

的
な
地
域
と
内
需
で
、
豊
か

な
生
活
や
文
化
、
産
業
を
育

て
て
き
た
。
特
殊
な
技
能
を

持
つ
職
人
も
多
い
。
知
恵
を

融
合
さ
せ
、
一
歩
先
を
行

く
、
人
が
や
ら
な
い
高
付
加

価
値
な
モ
ノ
づ
く
り
に
こ
だ

わ
っ
て
き
た
。
そ
れ
が
今

日
、

脱
量
産

時
代
の
モ

デ
ル
に
合
っ
て
い
る
」

　
―
京
都
の
強
み
を
ど
の
よ

う
に
、
地
域
産
業
や
中
小
企

業
の
振
興
へ
生
か
し
て
い
る

の
で
す
か
。

　
「
独
創
的
な
技
術
や
商
品

・
サ
ー
ビ
ス
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
を
開
発
す
る
試
み
を

知
恵
ビ
ジ
ネ
ス

と
名
付

け
て

年
に
支
援
を
始
め
、

年
か
ら
は
コ
ン
テ
ス
ト
も

開
始
し
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化

し
た
企
業
は
海
外
で
稼
げ
る

が
、
中
小
企
業
は
知
恵
で
内

需
を
創
出
し
た
い
。
淘
汰
さ

と
う
た

れ
た
伝
統
産
業
も
あ
る
が
特

色
あ
る
技
術
は
残
り
、
再
び

活
性
化
す
れ
ば
ベ
ン
チ
ャ
ー

を
起
こ
せ
る
。
会
議
所
の
経

営
支
援
員
が
手
伝
い
、
京
都

府
の
経
営
革
新
計
画
承
認
な

ど
成
長
を
前
提
と
し
た
支
援

件
数
も

年
度

件
、

年

度

件
、

年
度
１
５
４
件

と
増
え
て
き
た
。
京
都
で
は

中
小
企
業
が
地
域
産
業
の
基

盤
を
担
っ
て
い
る
。
府
や
京

都
市
と
も
力
を
合
わ
せ
、

オ
ー
ル
京
都

で
支
え
た

い
」

▲京
都
産
業
育

成
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム

設
立
発

表
の
記
者
会
見

左
か
ら

服

部
京
都
工
業
会

会
長
、門
川
京

都
市
長
、山
田

京
都
府
知
事
、

立
石
京
都
商
工

会
議
所
会
頭
ら


